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1 . は じめに

本稿は , 平成 1 1 年 1 0 月に私が新潟大学に赴任してから関わった ､ S S W A N プ ログラムに関する記録な

らびに報告 である｡ 担当者である私個人の 情報として ､ あるいは範囲を少し広めて新潟大学留学生セ ン

タ
ー の 情報として収めていたのでは ､

こ のプ ロ グラム の将来にと っ て ､ また 同じように他大学で 実施されて

いる(されようとしている) 短期留学プ ログラム(以下短プ ロ) の 将来にと っ てあまり有意義なことではなかろう

と思い ､ この キ
ー

をPP いていることをご理解願いた い ｡ 事実ここにこれから述 べ る問題の 多くはすでに他大

学実施の 短プロ でも発生していたことを最初に断っ ておく｡

2 . 学生 に つ いて

2 0 0 1 年 4 月 から2 0 0 2 年 1 月未現在で の短プロ来 日学生は 6 人おり､ その 内訳は以下のとおりであるo

国 人数 部局 奨学金の 有無 来日時期 備考

ドイツ 1 工学部 なし 4 月 期

1 法学部 あり 4 月 期

イギリス 1 法学部 あり 1 0 月 期

韓国 2 工学部 なし 4 月 期

･オ ー

ストラリア 1 工学部 あり 1 0 月期 半年コ
ー ス

なお ､ 本稿執筆時には 1 0 月期からの授業の 成績がす べ て出そろっ て いない の で､ プ ロ グラムの修 了要件

を満たしているかどうかは不明である｡

2 . 1 . ドイツ人 学生 の場合

工 学部 A くん : 来 日直後から､ 自分 の希望するような専門科 目がないことを訴えて いた ｡ 日本語に関して

は ､ いわゆるI nt e n siv e で はない初級クラス の受講希望があり､ そちらで週に2 コ マ の授業を受けていたo こ

ちらで取っ た(あるい は取ろうとしている) 単位がドイツでカウントしてもらえるか どうかをかなり気にしており､

工 学部の 専門の 先生には何度もドイツとやり取りをしていただいたようである｡

･ 単位互 換の 問題

･ 希望する授業 の有無の問題

法学部 B くん : 半年間は大学院入学前予備教育の 学生と
一

緒に 日本語等研修 コ ー

ス で
, 日本語を集

中的に勉強し､ その 傍らで法学部の 専門の授業にも参加していた｡ 日本語等研修コ ー ス の結果は悪く､

1
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他 の授業を受けさせて い たほうが 良か っ たと思われる｡ 研修 コ ー

ス の 受講は本人と法学部双方の希望に

よるもの であっ たと記憶しているが ､ 実情は他に魅力 的な授業が4 月 期には提供されていなか っ たからの

ようであるo また､ インタ ー ン シ ップ科目がない
2
の で

､ 仕方なく自分 でアル バイトをしたところで就 労証明書

を発行してもらい ､ それを私のところに持参して単位 にできないかと訴えてきた ｡

･ 希望する授業の有無 の 問題

･ プ ログラム に関する虚偽情報の 問題

･

日本語の 授業選択の 問題

2 . 2 . イギリス人 学生の 場合.

法学部 C くん : 半年間は大学院入学前予備教育の 学生と
一

緒に日本語等研修 コ ー

ス で
､
日本語を集中

的に勉強し､ その傍らで法学部の専門の授業にも参加して いる｡ 研修 コ ー

ス の受講は本人と法学部双方

の希望によるもの であり､ なおか つ ホ ー ム ステイをしていることもあ っ て､ ゼ ロ ビギナ ー
3

であっ たにもか かわ

らず 日本語力は飛躍的に伸 び ､ 簡単な日常会話なら問題なくこなせる程度にまで学習が進ん で いるo 研

修 コ ー

ス 中ということもあっ て
､
今のところ法学部以外の 短プ ロ授業には 出てい ない ｡

･ 授業負担過多の問題

2 . 3 . 韓 国人 学生 の 場合

工学部 D くん ､
E くん : こ の2 名はどちらかというと英語より日本語のほうが得意で ､ 来日当初から私との

やり取りは 日本語と英語を浪ぜてのもの であっ たo 二人とも､ かなりの 数の ､ しかも塵三 助 萱盟

盈旦を旦杢△ 必 定o 本人達は新潟で の 単位を韓国に持ち帰り､ 卒業必修単

位 に組み込ん でもらうことを前提に来 日して い るの で ､ 非常に熱心 であ っ たという報告を授業担当の教員

から受けて い るo 英語で実施して い る短プ ロ科目受講中にわからないところが 出てきたときには 日本語で

星 組 皇らしい o ただ､ 新喝大学で取得した単位 が韓 国ではどの 科目の単位として認定してもらえる

か
､
あるいは してもらえない のか は ､ 成績証 明書と共 に授業シラバ スを本国の 大学に提 出してから､ 始め

てそ の審議がスタ ー

トするの で
､ 本人 達は非常に不安が っ て い る｡ とくに D 君の場合は4 年生なの で

､
単位

が認められないことは同 時に帰国後 の留年を意味するo

･ 単位 互換の 問題

･ 英語力不足の 問題

2
.
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. オ
ー

ス トラリア人学生 の場合

工学部 F くん: 今までの短プロ 学生の 中で唯
一

の半年 コ
ー ス の学生であると同時に ､ 唯

一

の英語ネイ

ティブである｡ 来 日以前から工 学部の 指導教官が非常に熱心で
､
私めほうに短プ ロ に関する情報提供を

求められ ､ またこちらもメ ー ル でのやり取りを見せていただいていたの で､ 事前準備が非常に容易であっ た｡

短プ ロ授業科 目の シラバ ス等の情報も来 日前に留学生セ ンタ ー

の 短プ ロ 専用の W E B ペ ー ジ
4

で確認をし

ていたようで ､ とくに不安はなか っ たようである｡ 強い て言えば､
どの授業がどこで行われてい るかがわかり

2
この プ ロ グラム の 名前にもあるとお りW o r k - e x p e ri e n c e ( 日本 の 大学用 語 を使うとイン タ ー ン シ ッ プ) をカウントするというぁが､ ある種 の 売り
であるにもかか わらず, w o r k- e x p e rie n c e という科目 は 実際には 提供され て い ないし､ 学生 が 自分で い わ ゆるア ル バ イトをしてそれ の 証明書
を事業所 から発行してもらっ ても, 単位として認定されるかどうか分からない

｡
お そらく現状で は認定されない だろう｡

3
これより以前 に日本語学習暦の ない者をこの ような名 で呼んで い る0
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にくか っ たようで ､ 学内施設に つ いての 詳しい オリ エ ンテ ー ショ ンが必 要であると感じた ｡

･ 学内施設に つ い ての オリ エ ンテ ー シ ョ ン の 問題

2 . 5 . 問題 の 整理

出てきた問題を今
一 度整理すると以下のとおりである｡

ア) 単位 互換の 問題

イ) 希望する授業の 有無の 問題

ウ) プ ロ グラム に関する虚偽情報の 問題

エ) 日本語 の授業選択の 問題

オ) 授業負担過多の 問題

カ) 英語力不足 の 問題

キ) 学内施設に つ いての オリエ ンテ ー シ ョン の 問題

次節では､ 上 の 問題それぞれに つ いてどの ように解決してゆくべきかを検討する｡

3 . 問題 の 解決にむ けて

この 第3 節では2 節で整理 した問題を新潟大学ではい かにして解決していくべ きかを探る｡

3 . 1 . 単位 互換 の 問題

単位の 互換に関しては毎年提供できる科 目とその担当者が 固定されていて ､
なおか つ ほぼ同じ内容で

講義がなされるならシラバ ス のすり合わ せ等を､ 協定校との 間で学生の来 日前にも事前に行うことができ

るが ､ 来年度の授業科目とその担当者が最終的に決定されるのは年度の始まりが近づ いて からというの が

現状 ではなかろうか ｡ ただこれは事を教員側の 視点で見て い る典型例であ っ て ､ 実 際に授業を受 ける学

生は
､
どの授業を受ければ本国でどの授業の単位に相当するか は ､ できる限り早く( できれば来日前に) 知

りたい 情報であろうo シラバ ス が出そろ っ た時点で､ 来 日学生の 本国で の所属大学の 担当者 -
､
シ ラバ ス

一

覧を早急に送付してお けば､
かなり早い 段階で､ 新潟大学で のどの科 目が本国で のどの科 目に相当す

るかがは っ きりするだろう｡ ただその ためにはす べ ての シラバ スが英語化されて いなければならず ､ 英語

が不得手な教員が多い 中で ､ 誰がその 作業を担当するの かが､ さらに問題となっ てくる｡ しかしながら､ セ

ンタ
ー 提供の いわゆる短プ ロ科目につ いては英語にな っ ているの で ､ 1 4 年度はこれをす べ て留学生セ ン

タ ー H P の S S W A N の ところに ､
コ ン ピ ュ ー

タ
ー 端末からダウン ロ ー

ド可能な p D F フ ァイル 形式でアップ ロ

ー ドする予 定である｡

3 . 2 . 希望する授業 の有無 の 問題

これは 本プロ グラム の開始事情と大きく関係している｡ そもそも､ 短プ ロ はすで に多くの 国立大学で実施

されて いるので ､ 新潟大学でもこれがないと､ 国立大学として留学生政策で遅れをとっ て いるように見られ

るという危機感から始まっ たような感がある｡ よっ て ､ 学生の ニ ー ズを調査することもなく､ 英語で授 業が提

供できるかどうかだけに注意が払われて いた｡ 短プ ロ 実施初年 度が終わろうとしている今 ､ 実際にプ ロ グ

ラムに参加した彼ら学生に ､
どん な授業が欲しか っ たのかを確認しておく必要がある｡ できる限り内容的

に魅力 のあるもの を提供するため の努力を怠 っ ては ､
こうい っ た短期間の 来日プ ロ グラム の成功は望めな

いだろうo 本来短プロは学部生を対象としたプログラムなの で ､ 専門よりも
ー

般教養的な性格で の授業を

-

1 1 3 -



提供する意 向であ っ たが ､ 実際に学生 に直接会 っ て 聞い てみると､ そ の 多くが 日本語と日本の 特殊性を

強調して紹介する､ い わゆる｢ 日本事情+ とい っ た類 の授業以外は ､ 専門科目に つ いて勉強したいとい っ

た声が学生側から多く聞かれた｡

3 . 3 . プ ロ グラム に関する虚偽情報 の 問題

s s w A N プ ログラム の名前の
一

部でもあるインタ
ー ン シγプ(英語では実質 w o r k e xp e ri e n c e にあたる)料

目が 1 つも提供されていないというの は ,
明らか に偽りである｡ もちろん規則として ､ 名前が挙が っ ている

が ､ 実質開講ゼ ロなの で ､ 早急 に解決しなければならない ｡ ドイツ人 学生の要望にもあっ たように､ 学生自

身がどこか でアル バ イトを見 つ けてきて ､ ある
一

定時間以上をそこで働けば､ 証明書の 提出で単位認定を

行うというの は 日本ではある意味で画期 的である｡ 大学側が授業科目として提供できずにただ名前だけ

が挙が っ ているの であれば､ 学生が持ち込んだこの 方法をぜひ検討す べきである｡ もちろんアル バイトで

あればなん でも良いというわ けではないだろうが ､ 日本を本当に体験するという意味では非常におもしろ

いもの になろう｡

3 . 4 . 日本語 の授 業選択 の 問題

基本的には学生の全員が 日本語 の授業を受講することを希望して いるo ただそ の 中で ､ 集 中俄 に授業

を受け1 年の 間で少しでも日本語を マ スタ
ー

した いと考えてい るのか ､ それとも日本語という言語に少し触

れ ､ 片言で コミュ ニ ケ
ー

ショ ンさえできればよい の かは ､ 学生の個人の問題なの で ､ 今後も必修科目に設

定する必要はないと思われるo 集中的に授業を受けてきた学生でも､ 実際はそうしないと英語で受講でき

る専門科目が少ないために遊んで いる時間が多くなるだけだからとい っ た部局側の思惑があるようにも見

受けられた o 確か に日本語を集 中して学習するコ
ー

ス では午前中はす べ て 日本語学習になるために ､
の

んびり遊んで い るということはなくなるだ ろうが ､ 元 来この コ
ー

ス は大学院入学前日本 語等研修 コ
ー

ス とし

て設定されており､ 必ず受講できるという物ではない ｡ あくまで大学院入学前日本語等研修 コ
ー ス に入 っ

てくる学生 の数が ､
定員を大幅に割り込ん でいる( 割り込 みそうな)ときにだけ短プ ロ 学生でも受講できるチ

ャン スがあるという､ 短プ ロ学生 にと っ て はきわめて不安定なもの である｡

3 . 5 . 授 業負担過多の 問題

短プ ロ 自体の 修了要件は 1 年間で ､ 短プ ロ基幹科目 3 分野の 中から各最低2 単位取得(合計最低 6 単

位) ､ プラスその他の 科目から1 4 単位(総計 2 0 単位) の 取得であり､
一

般学部生が 1 年間に平均して取得

する単位数が 3 0 単位前後なの で ､ 比較的簡単に修了できるように設定してい るo しかしながら､ 留学生セ

ンタ
ー が開講する大学院入学前 日本語等研修 コ

ー

ス(以後予備教育)という日本語の短期集中コ
ー ス に

籍を置くと､ 少なくとも半年間は午前中の 時間のす べ てと､ ほぼ毎 日午後の 最初の 1 コ マ を日本語のクラ

スに出席することが求められるの で ､ 実質半年で上記の 2 0 単位を取得しなければならなくなる｡ これは学

生にと っ ては少々 過負担となる｡ しかし､ 本 コ
ー

ス はそもそも日本語学習を積極的に進めることを目的とし

て いない ので ､ 予備教育に参加する短プロ 学生にとっ てはきつ いかもしれないが､ それをす べ ての短プロ

学生に当てはめることはできない ｡

3 . 6 . 英語力不 足 の 問題

センタ ー 提供の科目には｢ 外から見た日本+という外国人教員が担当する授業があり､ その 中で日本人

学生と
一 緒 に日本に つ い て話すという試 みを実施して いるo そ の科 目では ､ 日本に つ い て日本人学生と

-
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議論するとい っ た レ ベ ル のもの を望ん で いたが ､ 受講した 日本人学生 の ほうにそ れだけの 英語力がない

の で ､ そ こまで には至らなか っ たようである｡ また ､ 韓国の学生の場合には英語で のプ ロ グラム であるにも

かかわらず英語力不 足 のために ､ 当初から日本語で の やり取りが多く見られた｡ 大学によ っ ては T O E F L

等のス コアの提 出を来 日前に要求している｡ たしかに短プロ は英語による授業を提供するということになっ

ているが ､ アジア圏からの 留学希望者が圧倒的に多い 現状を踏まえると､ むしろ､ 7
p

ロ グラム全体を見直

して
､ 短プ ロ 科目を設定しなおし､ ｢ A という科目は英語で ､ B という科目は 日本語で+ とい っ た柔軟性を持

たせることの ほうが大切だろう｡ 日本語でという場合には ､ 教える側 に簡単な日本語で専門知識 につ いて

しや べるという技術が必要 になっ てくる｡ これにつ い ては留学生センタ ー の 日本語担当教員と専門科目の

教員が手を組んで留学生でも理解できる日本語による専門の授業を作っ ていくための 授業研究プ ロ ジ ェ

クトを立ち上 げたいと思 っ ているo

3 . 7 . 学内施設 に つ い て のオリエ ンテ ー シ ョ ン の 問題

学内諸施設に つ い てのオリエ ンテ ー ショ ンを短プ ロ学生向けに実施することは , 現在の セ ンタ ー の スタッ

フでは残念ながら手が足りない ｡ ただ学 内の どこに何があっ てとい っ た情報は ､ 学生向け学内地 図を日

英併記版で作成してお けば基本的には事足りると思われるo どの 建物 の どの 教室がなんという名前か に

つ いては ､ できるなら統
一 された案内板を､ それぞれの 建物 の入り口 に日英併記 で設置してもらいたい ｡

また ､ それぞれの部局の H P にも日本語と英語で建物内の 見取り図を掲載してお いていただけるよう､ そ

れぞれの部局にはたらきかける必 要があるo

4 . 短 プ ロ 対する部局 の対応 に つ い て

学生に対する対応と､ 短プ ロ に対する理解と協力という観点に分けて整理する｡

4 . 1 . 学生 に対して

実際に学生が来 日している工学部 ･ 法学部とも､ 学生のケアを担当している人間が部局内では っ きりし

ている｡ それゆえ問題 があればその 人 間に コ ンタクトを取ることですぐに解消されていたo ところが肝心 の

留学生 センタ
ー

には ､ もともと日本語予備教育担 当の私が兼任担当となっ ており, いわば片手 間に学生

の 相手をするような格好になっ てしまっ ている｡ これでは学生を呼んでおきながら満足な対応ができない ｡

せめて留学生センタ
ー

には短プロ を専門に担当する人間が ､ 近い 将来教員サイドと事務サイドの双方に

配置されることを強く望む ｡ 短プ ロ が大学全体の 合意 の下にスタ ー

トしたのであれば､ 大学全体で全面的

に人的( 同時に金銭的)措置を直ちに取る べきであり､ これができない の であれば,
こ のままこの プ ログラム

を存続させる必要性自体が疑われかねない ｡

4 . 2 . 理解と協力

どの部局も英語で授業をするとなるとしり込み をしてしまう教員が多く､ 口で は短プ ロを進 めようとい い な

がら､ フ ットワ
ー

クは重 い ｡ もちろん｢進んで協力しましょう/ 英語ででも授業をやりましょう+とい っ た奇特な

先生方も少ないながら存在はするが ､
おおむね の 実情は ､ 実際に学生が来そうな部局からかろうじて

一

そ

ろい の授業が供出された感がある｡ 下手な英語で留学生の 前で授業などすれ ば物笑 い になると思 っ て ､

プライドが許さないからだろうか ? そ れとも授業 内容 に自身がなく､ 高校 を出たばかりの 言葉 は悪 い が馬

鹿でシャイな日本人学生なら何とかごまかせるが ､ 何かと質問をしてくる留学生に自分の綻 びを広げられ
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るの を最初から避けているのだろうか ? 世は コ ラボレ ー ショ ン
5 時代である｡ 3 . 6 . でも述 べ た が ､ 留学生で

も分かるレ ベ ル の 簡単な日本 語 で専門に つ い て授業を行 っ てもらえるように ､ 本気で コ ラボレ ー シ ョ ンを

考える必要があると思われる｡

5 . まとめ

短プロ は ､ 今のところ外から見たときには
一

見興味の あるプログラムに見えるようである｡ しか し､ 来日し

て受講の 登録をしたり､ 実際に授業の ために教室に行くと､ い ろい ろと問題 が多い の が実情である｡ ひと

えにこれは実際に受講する学生 に立 っ たプ ログラム 開発 がなされていない結果生じる問題であり､ 他大

学に追随する形で何とか スタ ー

トさせ ただけのもの であるからに他ならない ｡ 短期留学という形で新潟大

学に来て学ぶ学生を増やし､ さらにはその 学生にいずれは マ スタ ー やドクタ ー

の学生として学位取得や

研究目的で再来日してもらおうというの であれば､ またそれによ っ て新潟大学全体の 国際化や ､ ある意味

での レ ベ ルア ップを図ろうというの であれば ､
全学的に本腰を入れてこのプ ロ グラム の整 理に取り掛かる

必要がある｡ 奨学金との絡みもあ っ て単純にことは運ばないだろうが ､
たとえば今までは人文学部と教育

人間科学部が実施していた 1 年間の 留学プロ グラムである､ ｢ 日本語日本文化研修生(通称 日研生)+も今

年からは 留学生セ ンタ ー を母 体にして実施することにな っ たの で ､
い っ そ の こと全て短プ ロとして 一

つ の

プ ログラムにまとめてしまうわけには行かない かとも思 っ て い る｡

以上 ､ 短プ ロ を実際にスタ ー

トして学生と接して いる中で感じたこと等を思い っくままにまとめてみた ｡ よ

つ て ､ 少 々 取り留めの ないもの になっ ている点につ い てはご容赦願い たい ｡

5

異業種 が手 を組 んで事業(目標) の 達成の ため に､ い っ しょ に働くこと｡ ビ ジネス の 世界では
､
い まや世界的常識となりつ つ あるo
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